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会社基本情報経営理念 会社基本情報
１．わが社は、価値ある天然調味料の

生産を通して、人類の永遠のテーマ
である健康で豊かな食文化の発展に
寄与し 広く世界に貢献する会社 社 名 アリアケジャパン株式会社寄与し、広く世界に貢献する会社
たらんと努力する。

２．顧客第一主義を理念として、
チ レンジ精神をも て より安く

社 名 アリアケジャパン株式会社

創 業 1966年6月
本 社 東京都渋谷区恵比寿南三丁目

チャレンジ精神をもって、より安く、
より早く、より正確な生産に励み、
時代のあらゆるニーズに応えるべく、
真心と誠意をもって販売に努力する。

工 場 長崎県北松浦郡佐々町小浦免

代表者 代表取締役会長 岡田甲子男

代表取締役社長 田川智樹真 意 努 す 。 代表 長

資本金 7,095百万円

従業員 783名（連結）

連結子会社
九州第２工場

連結子会社

ARIAKE U.S.A., Inc.
青島有明食品有限公司

S SF.P.Natural Ingredients SAS
F.P.N.I. BELGIUM  NV
台湾有明食品股份有限公司

株式会社ディア．スープ

株式会社エー・シー・シー



① 平成23年3月期 第２四半期決算の業績（連結）

平成 年 月期 平成 年 月期

（単位：百万円）

① 平成23年3月期 第２四半期決算の業績（連結）

平成22年3月期

第2四半期

平成23年3月期

第2四半期
増減比率

平成22年3月期
計画

売 上 高 10 622 12 442 27 600売 上 高 10,622 12,442 17.1 27,600

営 業 利 益 1,230 1,629 32.4 4,130, ,6 9 ,

営 業 利 益 率 11.6 13.1 1.5 15.0

経 常 利 益 1,104 1,204 9.1 4,100

経 常 利 益 率 10.4 9.7 0.7 14.9経 常 利 益 率 10.4 9.7 14.9

当 期 利 益 396 482 21.8 2,060
１ 株 当 た り
当 期 利 益 （ 円 ） 12.45 15.17 ― 64.72



② 収支状況（連結）② 収支状況（連結）

売上原価 販管費 経常利益 営業外損益

16.25% 5.52% 10.39% 9.68%
1.37% 6.33% 1.19% 3.41%

売上原価 販管費 経常利益 営業外損益

18.05%
19.06% 19.24% 18.05%

64 33% 69.09% 69.18% 68.86%64.33%

平成19年9月 平成20年9月 平成21年9月 平成22年9月

（売上高を100％とした場合の構成比）



③ 平成23年3月期 第２四半期決算の業績（単体）③ 平成23年3月期 第２四半期決算の業績（単体）

成 月 月期 平成23月3月期

（単位：百万円）

平成22月3月期

第2四半期

平成23月3月期

第2四半期
増減比率

平成23年3月期
計画

売 上 高 10 787売 上 高 9,495 10,787 13.6 22,500

営 業 利 益 1,750 2,021 15.4 4,638営 業 利 益 , 2,021 ,

営 業 利 益 率 18.4 18.7 0.3 20.6

経 常 利 益 1,637 1,605 △ 1.9 4,650

経 常 利 益 率 17.2 14.9 △ 2.4 20.7経 常 利 益 率 17.2 14.9 △ 2.4 20.7

当 期 利 益 933 913 △ 2.1 2,652
１ 株 当 た り
当 期 利 益 （ 円 ） 29.33 28.71 ― 83.32



④ 収支状況（単体）④ 収支状況（単体）

売上原価 販管費 経常利益 営業外損益

18.80% 11.04% 17.24% 14.88%

4.49％ 1.20% 3.85%

16.82% 16.73% 16.30% 16.10%

6 63% 67 74% 65 26% 65 17%64.63% 67.74% 65.26% 65.17%

‐0.25%

平成19年9月 平成20年9月 平成21年9月 平成22年9月

（売上高を100％とした場合の構成比）



⑤ 業種別売上高推移

平成18年9月 平成19年9月 平成20年9月 平成21年9月 平成22年9月平成18年9月 平成19年9月 平成20年9月 平成21年9月 平成22年9月

即 席 麺 1,806 1,776 1,677 1,638 1,668
加 工 食 品 3,952 3,875 3,899 3,942 4,503
外 食 産 業外 食 産 業 3,822 3,878 3,706 3,824 4,486
輸 出 123 114 87 92 130
単 体 計 9,703 9,643 9,369 9,496 10,787
連 結 子 会 社 1,120 1,532 1,346 1,126 1,655
連 結 合 計 10,823 11,175 10,715 10,622 12,442



⑥ 売上高について

 連結 前年比 17 1％増加 連結・・・前年比 17.1％増加

 当 社

トップセールスと顧客の利便性重視のR&D組織構築の成果
前年同期比13.6％増販

業種別では 即席麺向が1 8％増加 加工食品向が14 2％増加業種別では、即席麺向が1.8％増加、加工食品向が14.2％増加、

外食産業向は拡販に努力した結果17.3％増加した。

 連結子会社 連結子会社

各子会社とも売上を伸ばした結果、前年同期比で47.0％増加した。

 平成23年3月期・・・ 20.6％増販

売上目標 276億円 増販額47億円

当社：年間11.5％増加の225億円、23億円の増加

連結子会社：欧州10億円、アジア7億円、米国7億円増加、合計24億円増加



⑦ 営業利益の推移（連結・単体）⑦ 営業利益の推移（連結・単体）

平成23年3月は計画



⑧ 営業利益について

 連結・・・前年比 32.4％増加

 当 社 前年比 15.4％増加

主たる要因 売上高増加に伴う利益増加 ＋449百万円
減価償却費減少 ＋ 97百万円減価償却費減少 ＋ 97百万円

主たる悪化要因
原材料費増加 △174百万円原材料費増加 △174百万円

 平成23年3月期・・・ 42.3％増加

売上増加に伴い、営業利益も増加

当社：売上高増加による営業利益増等

連結子会社：米国・中国の売上回復、また欧州の売上増加による営業利益増



⑨ 経常利益の推移（連結・単体）⑨ 経常利益の推移（連結・単体）

平成23年3月は計画



⑩ 経常利益について

 連結・・・前年比 9.1％増加
 当社は前年比 1.9％減少

為替差損の増加 （143百万円増）
平成21年9月 93百万円の為替差損
平成22年9月 236百万円の為替差損平成22年9月 236百万円の為替差損

デリバティブ評価損益の悪化による。（154百万円増）
平成21年9月 127百万円の評価損
平成22年9月 280百万円の評価損

デリバティブ評価損益を除外すると、連結で20.6％増加、当社は6.9％増加

 平成23年3月期・・・ 38.2％増加

営業利益増加による

デリバティブ評価損益は勘案しない

当社経常利益率 ：20.7％



⑪ 設備投資の推移（連結・単体）⑪ 設備投資の推移（連結・単体）

平成23年3月は計画



⑫ 減価償却費の推移（連結 単体）⑫ 減価償却費の推移（連結・単体）

平成23年3月は計画



⑬今後の事業戦略
1. アリアケジャパン

単体の売上高はまだ伸びる余地があり、5年後の2016年3月期には300億円

にまで増加する計画ですが 少子高齢化の壁にあたり既存の伝統的な調味料にまで増加する計画ですが、少子高齢化の壁にあたり既存の伝統的な調味料
ビジネスの売上高はここで頭打ちとなる事が予想されます。そのため、新たな
ビジネスモデルを考える必要があります。

例えばアリアケファ ムを核とする農業法人を育成し 有機野菜を使用したア例えばアリアケファームを核とする農業法人を育成し、有機野菜を使用したア
グリビジネスを手掛ける。これは、安全安心の観点からも消費者の支持を得る
ことになり、また、老人食・健康食の分野への進出も可能となります。

2. ARIAKE U.S.A., Inc. 
岡田会長自ら顧客開拓に努め 大手有望顧客との関係作りを着々と進めてい岡田会長自ら顧客開拓に努め、大手有望顧客との関係作りを着々と進めてい
ます。更に、新規セールスマンを大幅に採用し、営業組織の強化を図るととも
に、R&Dの人材補強を行っています。営業と開発の両輪を活性化することで、
日本国内同様の売上増大作戦を図ります日本国内同様の売上増大作戦を図ります。
Pennsylvania州立大学と共同で天然素材を生かした食品を開発するプロジェ

クトに参画しており、これによって身体にやさしい新たな離乳食や健康食品を
開発 全米 販売 ます 開発は 本向け グ ビジネ プ ジ ク開発して全米に販売します。この開発は日本向けアグリビジネス・プロジェクト
にも貢献する予定です。
2016年3月期は、米国内で50億円の売り上げを目指します。



3. 青島有明食品有限公司

上海事務所の設置により営業活動範囲が一挙に拡大し、売上増加の実績を上
げています 業界ナンバー・ワンの即席麺会社に対する売上増加をはじめ 全げています。業界ナンバ ワンの即席麺会社に対する売上増加をはじめ、全
体的に順調に推移しており、2016年3月期には50億円を売り上げる見込みで
す。

4. 台湾有明食品股份有限公司
小規模ながら外食向けなどが毎年成長しており、今後も漸増して2016年3月期
には10億円にのぼる予定です。には10億円にのぼる予定です。

5. 欧州２社

インフィージョンブイヨンの他、ロブションブランドのスープなどの売上が寄与し
始めており、2016年3月期には50億円の売上を達成する見込みです。

6. 日本子会社
2016年3月期も5億円と安定的な売上高を保つ予定です2016年3月期も5億円と安定的な売上高を保つ予定です。

従 年 月期 連結売上高は 億 計 と ます従って、2016年3月期の連結売上高は465億円の計画とします。
経常利益は、単体は利益率20%、子会社は少しずつ利益率を上げ、
2016年3月期には 10%に近づく予定です2016年3月期には、10%に近づく予定です。



⑭ 当社 今後 事業計画⑭ 当社の今後の事業計画

2010年3月 2011年3月 計 画

（単位：億円）

2010年3月
実 績

2011年3月
予 想 2012年3月 2013年3月 2014年3月 2015年3月 2016年3月

単 売上高 202 225 240 255 270 285 300単

体 経常利益 39 46 48 51 54 57 60

連
結
子

売上高 26 51 60 85 120 155 165
子
会
社

経常利益 10 5 2 4 8 12 15

連

結

売上高 228 276 300 340 390 440 465

経常利益 29 41 50 55 62 69 75結 経常利益 29 41 50 55 62 69 75
※連結子会社は連結調整後



⑮平成23年3月期 第２四半期実績（連結）

売 上 高 経 常 損 益

（単位：億円）

売 上 高 経 常 損 益

2010年
実績 A

2009年
実績 B

差額
A-B

2010年
計画 C

差額
A-C

2010年
実績 A

2009年
実績 B

差額
A-B

2010年
計画 C

差額
A-C

ｱﾘｱｹｼﾞｬﾊﾟﾝ 107.9 95.0 12.9 100.1 7.8 16.1 16.4 0.3 20.7 4.6

米 国 4 8 2 9 1 9 6 2 1 4 0 8 1 0 0 2 0 3 0 5米 国 4.8 2.9 1.9 6.2 1.4 0.8 1.0 0.2 0.3 0.5

アジア 7.7 5.9 1.8 9.2 1.5 0.8 0.3 0.5 0.7 0.1

欧 州 1.9 0.3 1.6 5.3 3.4 4.1 4.4 0.3 3.6 0.5

日 本 2.1 2.1 0.0 2.0 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1日 本 2.1 2.1 0.0 2.0 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1

子会社計 16.5 11.2 5.3 22.7 6.2 4.1 5.3 1.3 3.3 0.8

合 計 124.4 106.2 18.2 122.7 1.7 12.0 11.0 1.0 17.4 5.4



□ジョエル・ロブション製品□ジョエル ロブション製品


